
三潴・特色化・スポーツ 

令和７年度特色化選抜実施要項 

（普通科スポーツ文化コース） 

 

                                                             福岡県立三潴高等学校 

 

１ 受入れに関する方針 

（１）本校では、普通科スポーツ文化コースにおいて、その特色にふさわしい個性（能力・適性、

興味・関心、目的意識、学習意欲等）を有する生徒の入学を促進するため特色化選抜を実施し

ます。 

（２）本校の特色及び求める生徒像は、次のとおりです。 

   ア 本校の特色 

      本校は、地元の熱い期待に応えて、大正１２年に、県下２０番目の旧制福岡県立中学校と

して創立された、文武両道を目指す伝統ある学校です。この間、各界で活躍する人材を多数

輩出しています。また、陸上競技・水泳・カヌーの全国大会優勝、オリンピックやアジア大

会の日本代表選手を多数送り出すなど、｢スポーツの三潴｣の名は全国に知れわたっていま

す。 

    文化部では、和太鼓部がこれまで２度全国大会に出場し、県大会でも最優秀賞、優秀賞、

優良賞など数多くの賞を受賞しています。地域のイベントやボランティア演奏など、精力的

に活動し、その演奏には高い評価を得ています。 

    令和４年度より、新たに３つのクラス（「特進クラス」、「進学・医療看護系クラス」、

「公務員・就職クラス」）を設け、２年次より幅広い生徒のニーズに対応した授業の実践を

行う丁寧なキャリア教育で「人」を育て、一人一人の生徒の希望進路実現を図っています。 

  イ  本校普通科スポーツ文化コースの求める生徒像 

     ・学ぶ意欲と規律正しい豊かな心を持ち、社会の一線で何事にも怯まず逞しく活躍しようと

する強い意志を持った生徒。 

   ・本校における体育スポーツの伝統を重んじ、意欲的な練習を重ねるとともに、充実したス

ポーツ活動を行い、陸上競技・水泳・サッカー・ソフトボール・野球・カヌーのいずれか

の部活動に励み、強い精神力とより高い運動技能を培う心身ともに調和のとれた人間性豊

かな生徒。 

 

２ 募集人員 

    設定しません。ただし、本校普通科スポーツ文化コースの内定者上限人数（目安）について

は、以下のとおりです。 

  普通科スポーツ文化コース  ３６人 

 

３ 出願資格 

    次の条件を満たす者とします。 

（１）本校普通科スポーツ文化コースの通学区域内又は佐賀県内・熊本県内に居住又は居住予定

で、令和７年３月中学校卒業見込みの者又は既に卒業している者（義務教育学校若しくは特別

支援学校中学部を卒業見込みの者又は既に卒業している者及び中等教育学校の前期課程、外国

の学校教育における９年の課程若しくは文部科学大臣が中学校の課程と同等の課程を有するも

のとして認定した在外教育施設の当該課程を修了見込みの者又は既に修了している者を含

む。） 

（２）本校普通科スポーツ文化コースを志願する動機・理由が明白、適切であること。 

（３）本校普通科スポーツ文化コースに対する適性及び興味・関心を有すること。 

（４）合格した場合、入学する意志が確実であると認められる者であること。 

 

４ 内定基準 

  次の（１）～（２）の全て、及び（３）～（５）のいずれかの条件を満たす者とする。 

（１）実技で受検した種目（陸上競技、水泳、サッカー、ソフトボール、野球、カヌー）の部活

動に必ず入部し、自己の希望する進路実現と人間形成、競技力の向上を目指し、勉学及び部

活動を両立させる強固な意志と行動力を持っている者。 
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（２）学習や学校生活に係る関心･意欲･態度に優れ、自主性や協調性などの基本的生活習慣が身に

付いている者。 

（３）出願時に提出する調査書における３年次の評定合計が２４以上、かつ３年次の全ての科目の

評定が２以上であり、体育の評定が３以上である者。 

（４）入学後、野球、サッカー又はソフトボール部への入部を希望する者は、中学校内外で当該入

部を希望する競技のチームに所属して活動している者で、当該チームのレギュラーとして活躍

が顕著であるとともに、出願時に提出する調査書における３年次の評定合計が２２以上、かつ

３年次の全ての科目の評定が２以上であり、体育の評定が３以上である者。 

（５）入学後、水泳、陸上競技又はカヌー部への入部を希望する者は、入部を希望する部活動ごと

に次に定める種目（実技試験の種目）の中学時におけるタイム、回数又は距離が次に定める基

準を上回っているとともに、出願時に提出する調査書における３年次の評定合計が２２以上、

かつ３年次の全ての科目の評定が２以上であり、体育の評定が３以上である者。 

 

【各種競技の内定基準】 

・水泳部への入部を希望する者 

基準：５０ｍの記録が次に示すいずれかのタイムを上回っていること。 

種  目 男 子 女 子 

自由形 29秒0 33秒0 

背泳ぎ 32秒9 36秒9 

平泳ぎ 38秒0 42秒0 

バタフライ 31秒9 35秒9 

 

・カヌー部への入部を希望する者 

 基準：懸垂において、連続して次の回数を行うことができること。  

種  目 男 子 女 子 

懸 垂 ８回以上 ３回以上 

※懸垂の仕方 

 （１）ぶら下がった状態で足が地面につかないこと（高鉄棒を使用） 

 （２）順手にぎりで行うこと。 

 （３）腕を伸ばした状態から始め、顎が鉄棒より同じか上に来たらカウントすること。 
 

・陸上競技部への入部を希望する者 

基準：次に示す種目のいずれかの記録を上回っていること。 

種  目 男 子 女 子 

50ｍ走 7秒00 8秒00 

1000ｍ走 - 5分00秒00 

1500ｍ走 5分00秒00 - 

走り幅跳び 4ｍ50㎝ 3ｍ50㎝ 

ハンドボール投げ 23ｍ00㎝ 14ｍ00㎝ 
 

※上記種目の記録を別紙「普通科スポーツ文化コース活動記録報告書」に記載すること。 

 

５ 出願の制限等 

  推薦入学者選抜（古賀高等学校組合立高等学校が実施するものを含む。）、連携型選抜、学び

の多様化学校入学者選抜、又は他校及び本校普通科（スポーツ文化コースを除く）の特色化選抜

と併願することはできません。 

普通科スポーツ文化コースの志願者で、普通科（スポーツ文化コースを除く）の通学区域

内又は佐賀県内・熊本県内に居住又は居住予定の者は、普通科（スポーツ文化コースを除く）

を第２志望にすることができます。  
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６ 入学志願手続 

（１）志願書類 

   ア 特色化選抜入学願書       （令和７年度福岡県立高等学校入学者選抜要項で定める様式） 

   イ 通学に関する誓約書       （令和７年度福岡県立高等学校入学者選抜要項で定める様式） 

   ウ 志 願 理 由 書       （本校が定める様式） 

   エ 調  査  書       （令和７年度福岡県立高等学校入学者選抜要項で定める様式） 

   オ 入 学 選 考 料       （2,100円の福岡県領収証紙を貼付した福岡県領収証紙納付書） 

        ※購入した証紙は、原則として返還及び交換ができないので注意すること。 

カ 特色化選抜志願者一覧表（県共通様式） 

※普通科スポーツ文化コースと普通科(スポーツ文化コースを除く)を分けて提出すること。 

キ 普通科スポーツ文化コース活動記録報告書【該当者のみ】（本校が定める様式） 

ク その他 

 (ｱ) 住民票の写し（本人、保護者及び世帯主との続柄が記載され、原則として３か月以内

に交付されたもの。なお、マイナンバーの記載がないもの。） 

※調査書の「居住証明」のない者のみ 

  (ｲ) 学区外高等学校入学志願申請書 

（令和７年度福岡県立高等学校入学者選抜要項で定める様式）  
※学区外からの志願者のみ 

 (ｳ) その他必要な証明書等（居住予定の住所を明らかにする書類等） 

 

（２）出願手続 

      令和７年１月２２日（水）から令和７年１月２８日（火）正午までの間に、（１）の志願書

類を提出してください。 

 

７ 面 接 

（１）日 時    令和７年１月３０日（木） 

    ア  受 付    午前８時３０分から午前８時５０分（集合完了 午前８時５０分）  

    イ  説 明    午前９時００分から 

    ウ  開 始    午前９時１５分から 

（２）場 所    本校 第２棟３階教室 

    ア  受 付  柏葉会館          イ  説 明  柏葉会館 

    ウ  控 室  ３年１組、２年１組   エ 面 接  第２棟３階教室（集団形式） 

（３）携行品    受検票、筆記用具、上履き 

 

８ 実技試験 

（１）日 時    令和７年１月３０日（木）（面接と同一日に実施） 

    ア 説 明   午後１２時３０分から 

    イ 開 始   午後 １時００分から（午後３時００分終了予定） 

（２）場 所      本校 体育館及び運動場等 

  ア 説 明    体育館 

  イ  受検場    体育館、運動場、ソフトボール場、プール、トレーニング場 

（３）受検種目 

    ア  必須種目  ５０ｍ走（受検者全員） 

  イ  選択種目  上記必須種目に加えて、次の選択①及び選択②の中からそれぞれ１つずつ選択

し、２つの選択種目を受検する。但し、選択②は入学後入部する部活動の種目を

選ぶこと。 

        選択①  走り幅跳び、ハンドボール投げ、持久走（男1500ｍ、女1000ｍ）の中から１つ 

※雨天時は、それぞれ立ち幅跳び、ハンドボール投げ、シャトルランに変更す

る。 

※陸上競技での受検者で、別紙「普通科スポーツ文化コース活動記録報告書」に

おいて、「1000ｍ走、1500ｍ走、走り幅跳び、ハンドボール投げ」のいずれか

に○をつけて提出した者は、その種目を選択すること。  
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     選択② ※入学後に入部する部活動の種目を選択すること 

◇陸上競技 

       （選択） 

1. 100ｍ走 2. 走り高跳び 3. 砲丸投（重さ2.721kg） 4. 60ｍH（高さ762mm） 

◇水 泳 

       （共通） 

100ｍ個人メドレー  (25ｍ×４) 

       （選択） 

1. クロール   2. 平泳ぎ    3. 背泳ぎ    4. バタフライ 

※ 各々の50ｍ泳 

     ◇サッカー（男子）  

       （共通） 

1. 各種シュート     2. ボールコントロール   3. スモールゲーム 

       ◇ソフトボール（女子） 

       （共通） 

1.バッティング      

       （選択） 

ピッチング，各ポジション別守備 

        ◇野球（男子）                                                      

        （共通）                                                          

1.キャッチボール  2.バッティング（ソフトボールゴム３号球を使用） 

        （選択）  

各ポジション別守備  

       ◇カヌー 

       （共通） 

1.反復横跳び   2.懸垂   3.立ち幅跳び  4.背筋力   

 

（４）携行品     

受検票、実技試験に適した服装、ゼッケン（縦15㎝、横20㎝の白布に受検番号を黒色で 

記入し、背中に縫い付けること。）、体育館シューズ、グラウンドシューズ、スパイク 

（陸上競技、サッカーの受検者）、スパイク・グラブ（ソフトボール、野球の受検者）、水

着（水泳の受検者）、昼食 （※実技が午後になるため） 

 

９ 面接及び実技試験の受検上の注意 

（１）遅刻者   

   正当な理由があると本校校長が認めた場合に限り、面接・実技試験を受けることができま

す。 

（２）欠席者   

   欠席する場合は、在籍又は出身学校長を通じて本校校長に連絡してください。欠席者につい

ては、改めて面接・実技試験は行いません。 

（３）その他の注意事項   

   受検者数及び天候の状況で、時間帯・会場等を変更することがあります。 

 

10 選 考 

（１）内定基準を満たす者について、在籍又は出身学校長から提出された調査書及び面接・実技試

験の結果を資料として選考し、内定者上限人数の範囲内で合格内定者を決定します。 
（２）内定基準を満たさない者について、（１）の選考後なお合格内定者数が内定者上限人数に達

していない場合は、以下の項目に該当する者に限り選考対象とし、在籍又は出身学校長から提
出された調査書及び面接、実技の結果を資料として総合的に選考の上、校長が認める者につい
ては、内定者上限人数の範囲で合格内定者とする場合があります。 

・面接、実技試験の評価が著しく優れている者 
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（３）第２志望の本校普通科（スポーツ文化コースを除く）における選考については、第１志
望者の選考において合格内定者数が内定者上限人数に達していない場合にのみ行います。 

 

11 選考結果の通知 

    合格内定者については、令和７年２月５日（水）午前９時に、専用webサイトにて在籍又は出

身学校長に通知します。 

 

12 合格者発表 

    令和７年３月１７日（月）午前９時に、 

本校及び専用webサイト（https://jyukenweb.fku.ed.jp）で行います。（一般入学者選抜の合

格者発表と同時に行います。） 

 

13 その他 

  特色化選抜で合格内定とならなかった者は、再度、一般入学者選抜に出願することができま

す。この場合は、改めて入学願書等を提出しなければなりません。ただし、入学選考料は、すで

に納められているので不要です。 


